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北海道に貢献する意欲のある若者の海外挑戦を、官民一体で応援する「ほっかいどう未来チャレンジ基金」の旬な

情報をお届けします！今月号では、今年度の助成対象者（第２期生）に選ばれた若者たちの情報をお知らせします。

平成３０年４月下旬から選考を始めていた第２期生について、この度、助成対象者を決定しました。応募があった、学生

留学コース１２名、スポーツコース２名、文化芸術コース５名、未来の匠コース３名、計２２名の中から、学生留学コース

４名、スポーツコース２名、文化芸術コース１名、未来の匠コース２名、計9名が、第２期生として選ばれました。

２期生の留学先や留学テーマは次のとおりです。詳細は、みらチャレホームページで公開しているリーフレットに掲載さ

れておりますので、ぜひご覧下さい！

第２期生決定

7月から留学開始の第２期生

スポーツコース

○氏 名 梅村 拓未

○所属団体 SPORTS LIFE DESIGN 

IWAMIZAWA

○留 学 先 ドイツ

○研修期間 2018年7月～

○留 学 目 的：子どもの発達段階を考慮し、楽しみながら運動

能力を伸ばすボール運動指導プログラム「バル

シューレ」について、プログラムを創設したハ

イデルベルク大学などで実践的に学ぶ。

○北海道への貢献：バルシューレの理念を通じて、北海道の子ども

たちを取り巻く体力・運動能力不足など、課題

解決に寄与し、生涯にわたってスポーツに親し

み続けられるような環境づくりに関わっていく。

文化芸術コース

○氏 名 鴻野 祐

○所属団体 フリーランス家具デザイナー

○留 学 先 フィンランド

○研修期間 2018年7月～

○留 学 目 的：国産材の価値の低さや、森林の荒廃進行等の森

林問題を解決するため、アアルト大学のウッド

プログラムを受講し、生態系や林業の中での

「木」に関する学びを深める。

○北海道への貢献：林業家、製材業、家具建具製作業の従事者と連

携して、森林資源を活用した木製品を開発し、

デザインの力で木材の価値を上げる取組を行っ

ていく。

社会貢献の活動を通じた寄附の取組がスタートしました！

商品販売と連携した基金への寄附の取組第２弾がスタートしました。６月から、アサヒビー

ル（株）の、北海道限定新商品「ブラックニッカ ハイボール香る夜」（4/3発売）の販売と
連携した基金への寄附の取組が始まっています。

(6～8月（3ヶ月）の販売1本につき1円を基金の「スポーツコース」に寄附いただきます。)

企業・団体の社会貢献の取組を通じ、売り上げなどの一部をご寄附いただくとともに、店頭

広告などにより、当基金への応援を広くＰＲしていただけるこうした支援をさら広げていきた

いと考えています。

コース 氏名 渡航先（渡航期間） 留学テーマ

伊　藤　　　昴

（北海学園大学） （１０か月）
国際大会運営などについて学び、北海道のテニス界の国際化に貢献

立　岩　丈　武

（北海道大学）

オーストラリア

（１０か月）
農業大国における研究を通じ、北海道での大規模農業の持続を目指す

林　　　泰　佑

（北海道大学）

フィンランド

（１２か月）
「森と湖の国」フィンランドにおける先進的な木造建築技術を学ぶ

星　野　愛花里

（北海道大学）

キルギス

（１２か月）
農産物等の輸出の可能性を探り、北海道の農業に貢献

梅　村　拓　未 ドイツ

（１１か月）
北海道の子ども達の運動能力向上に向け、「バルシューレ」を学ぶ

田　中　怜恵子 ニュージーランド

（８か月）
楽しむラグビーの指導方法を学び、北海道の女子ラグビー発展に貢献

文化芸術
鴻　野　　　祐 フィンランド

（１２か月）
北海道の木材を活かした家具デザイナーとして、まちづくりに貢献

今　村　直　史

（(有)鶴沼ワイナリー）

ニュージーランド

（５か月）
北海道ワインの将来を見据え、醸造用ぶどう栽培の本場を体験

服　部　大　地 イタリア

（６か月）
スローフード発祥の地で学び、北海道ブランドメニューの開発を

学生留学

スポーツ

（指導者）

未来の匠

(SPORTS LIFE DESIGN IWAMIZAWA )

（北海道バーバリアンズディアナ）

（フリーランス家具デザイナー）

アメリカ、オランダ、オーストラリア

（(株)丘の上わくわくカンパニー）



応援パートナーの皆様 （平成30年６月現在・敬称略）

北海道総合政策部政策局総合教育推進室

TEL : 011-206-7380（直通） FAX : 011-232-6313
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みらチャレ

第1期生のチャレンジ風景
をお届けします。

古本募金による寄附を受け付けています。
応援パートナー「NORTH CREATE」様のご協力により、ご家庭や会社で不要になった本等を寄附することで、その査定額

全額が基金に寄附され、若者の支援に繋がる「古本募金ハピぼん」の取組を行っています。

個人での参加はもちろん、企業単位での参加も可能ですので、ハピぼんホームページをご覧いただくか、基金事務局までご

一報ください。（これまでの寄附 ４９５人の方から3,703冊）

有末 真哉 遠藤 光二 武田 孝（拓殖工業(株)代表取締役会長） 船津 秀樹

その他匿名希望の個人・企業２者

第1期生活動報告（スポーツコース）

齊藤 雄大さん アメリカ（テキサス州・アラバマ州・アリゾ

ナ州） ～先進地に学び、道内に障がい者スポーツの拠点を～

障がい者スポーツ先進国アメリカで８月から１年間研修中。

４月からアリゾナ大学で研修を開始しました。３月まで研

修を行っていたUTAでは、部活動としての障がい者スポーツ
の捉え方を学んだ一方で、今回は、大学が運営する社会人

チームのマネジメントについて学んでいます。

このアリゾナ大学には、障がいを持つ学生の支援を専門に

行う施設あり、キャリア支援、カウンセリングのほか、専用

のトレーニングルームなどが完備されています。

山 あずさ さん ニュージーランド（ハミルトン）

～本場でラグビーを学び、道内女子ラグビーの発展に貢献～

ラグビーの本場ニュージーランドの強豪クラブで、11月

から１年間、自らプレーしながらコーチングを修得中。

４月から15人制シーズンが始まり、５月はその真っ只中
という事で、ほぼ毎週末クラブチームの試合が行われまし

た。15人制の試合ができる機会は日本ではなかなか無いた
め、試合への参加を通じて、ニュージーランドラグビーの

強さを感じ、スキルや知識、そしてチーム運営などを学ぶ

貴重な機会となっています。

応援パートナーの声

後世のために何か残したいと思っていたところ、これか

らの北海道を背負っていこうとする若者たちのチャレンジ

を応援する「ほっかいどう未来チャレンジ基金」の第1号と
して協力できたことに、本当に感激しています。

若者たちには、大きな夢や希望を持って海外に飛び立ち、

自身が持つ可能性にどんどん挑戦してもらいたいと思いま

す。

留学することで、自身の視野を広げ、多様な価値観を認

めることができるようになります。

それは皆さんの人生において大きな財産となります。

高い志をもって、充実した留学生活を送り、真のグロー

バル人材として、北海道の発展を担うリーダーとして活躍

してくれることを期待しています。


